
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度 

おでかけ町政座談会 

【主な内容】 

１. 水道料金改定について 

２. 統合小学校及び児童館新築事業について 

３. 避難所用備蓄について旧馬門小学校の利活用について 

 開催日 ：  ６月 21日（土）、２４日（火） 

２６日（木）、２7日（金） 



 

 

 

 

 

（１）水道事業の現状について 

 

  

 
 

 

（２）財政見通し 

 

 

 

 

 

H30 R1 R2 R3 R4 R5

給水人口 13,133 12,888 12,749 12,468 12,134 11,886

給水収益 228 234 233 231 210 204
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資産の現状

１.水道料金改定について 

●水道料金改定を行わなかった場合の財政見通し（R7 以降平準化） 
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（３）一般家庭におけるシミュレーション 

 
 

（４）青森県内他市町村との比較について 

 

 

 
 

（５）料金改定シミュレーション 
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２．統合小学校及び児童館新築事業について 

（１）統合小学校について 

◆統合小学校新築事業基本構想（令和６年５月策定）及び簡易公募型競争入札方式

における技術提案の内容に基づき、『安心・安全で思いやりのある学校』・『子ども

が主役の学校』・『地域とともにある学校』の３つのコンセプトに沿って基本設計

をまとめました。 

建 設 地 野辺地町字 寺ノ沢 地内（現・野小グラウンド） 

敷地面積 約 30,734㎡（うち児童館分 約 1,735㎡） 

延床面積 校 舎 約 4,869㎡ 

     （1階 約 2,648㎡、2階 約 2,221㎡） 

     体育館 約 1,364㎡ 

     児童館 約 483㎡ 

構  造 校舎・講堂 鉄筋コンクリート造 

     児童館 木造 

駐  車 場 計 180台 

     （北側駐車場 51台、西側駐車場 129台） 

配置図 
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1階平面図 

２階平面図 

DENスペース 

多目的スペース 

（陽だまりラウンジ） 

図書コーナー 

4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童館について 

平面図 

①放課後児童クラブエリア 

・70 人収容の放課後児童クラブ専用室を西側に設

け、将来的な人数減少や使い方の多様性を見据

え、異なる広さの部屋を用意して柔軟に対応でき

る空間として計画します。 

・静かな環境が求められる場所と活動が活発な場所

との音の干渉を避ける配置を考慮します。 

 

②活動スペース（遊戯室）エリア 

・児童が活発に遊びながら身体を動かすことができ

る空間です。 

・音を気にすることなく、思い切り楽しめる環境を

提供し、児童同士が気兼ねなく交流できる場とし

て計画します。 

 

③多目的ホール（みんなの森）エリア 

・多目的ホールは、誰もが気軽に集い、交流できる

温かみのある空間として計画します。 

・ベンチやソファが配置され、座って本を読んだ

り、会話を楽しんだり、絵を描いたりと思い思い

に過ごせます。 

・お迎えの待合として利用でき、明るく楽しい雰囲

気の中で心地のよい時間を提供します。 

 
④事務・職員室エリア 

・主玄関に隣接し、外来対応や受付がスムーズに行

える配置として計画します。 

・駐車場を見渡せる位置にあり、放課後に児童が到

着する様子を見守れるよう安全管理ができるよう

に計画します。 

 

①放課後児童クラブエリア 

②活動スペース（遊戯室）エリア 

③多目的ホール（みんなの森）エリア 

④事務・職員室エリア 

◆統合小学校建設に伴い、現在、余裕教室で実施している放課後児童クラブの

実施方法について検討する必要が生じ、小学校検討委員会に諮ったところ、

校舎内ではなく別棟が望ましいとの検討結果となりました。 

このことから、利用者やその保護者の利便性も考慮し、児童館機能と放課後

児童クラブ機能を集約した児童館を統合小学校の敷地内に整備することとい

たしました。 

① 

② ③ 

④ 
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【町民皆様方の御理解と御協力について（原子力立地給付金相当額の活用）】 

総事業費は約 57億円を見込んでいます。国からの補助金が約 12億 9千万円、地方債が約 41

億 8千万円及び町の自主的な財源は約 2億 3千万円となりますが、地方債償還の一部(元利償還

金※の 70％)は、国の支援となり地方交付税に算入されますので、実質的な町の負担額は約 18

億 5千万円(地方債元利償還金の 30％約 16億 2千万円＋町財源分約 2億 3千万円)と試算され

ます。                         ※元利償還金…元金と利子を合わせた返済金 

町としては、将来の財政運営に大きな影響を及ぼさないよう、新庁舎建設事業と同様に「原子

力立地給付金相当額」を活用させていただき、町民の皆様方と共に『将来を担う、野辺地っ子』

が学び合う、統合小学校新築事業の実現を図って参りたいと考えています。 

（３）事業スケジュール及び事業費について 

ア．事業スケジュール 

※基本設計終了時のスケジュールとなります。統合小学校及び児童館の建設スケジ

ュール等の詳細については、現在実施設計を進めている中で検討しています。 

イ．事業費 

校舎等（校舎、屋内運動場、通級指導教室棟）

Ⅰ　工事費

校舎等新築工事 4,874,960

《内訳》 《内訳》 《内訳》 《内訳》 《内訳》

校舎（通級・外構含む） 3,058,480

屋内運動場 900,000

グラウンド 150,000

既存校舎解体・駐車場整備 689,480

擁壁工事、造成工事 77,000

2 165,520

Ⅱ　設計・工事監理費

Ⅲ　その他事業費 119,573

児童館（放課後児童クラブ棟）　※工事、設計業務等

※元利償還金

地方債 一般財源

1

1,291,463 3,543,100 40,397

20,000 90,000 40,000

No. 項　目
基本設計における想定事業費 事業費に対する財源（千円）

概算金額（千円）
国庫補助金

（文部科学省）

794,112 2,264,200 168

237,535 662,300 165

0 77,000 0

239,816 449,600 64

小　　計 5,040,480 1,291,463 3,678,600 70,417

その他関連工事費（プール・ＳＬ等解体、樹木伐採ほか） 0 135,500 30,020

205,400 53,669259,069 0

0 18,000 101,573

総　　合　　計

合　　計

3,902,000 225,6595,419,122 1,291,463合　　計

5,708,071 1,291,463

284,300 4,649288,949 0

1,622,678

4,186,300 230,308
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避難所開設時の生活環境改善を目的とし、国の交付金事業を活用し、避難所用備蓄

品を購入整備することといたしました。 

 

（１）事業の概要 

  今回、町が活用する国の交付金事業は、「新しい地方経済・生活環境創生交付

金（地域防災緊急整備型）」事業であります。 

  この事業は、避難所の生活環境改善及び防災・減災に必要な資機材について、

地方公共団体が地域経済の活性化や住民の防災意識の浸透等に向けた平時の利

活用も含めて検討し、整備することを支援するための交付金事業であり、町はこ

の交付金事業を活用し、避難所用備蓄品を購入整備することとしました。 

 

（２）野辺地町が今回の交付金事業を活用して整備する備蓄品等 

 ① ワンタッチ折り畳みベッド  （２００台） 

 ② スポットクーラー      （ ５０台） 

 ③ リヤカー          （  8 台） 

 ④ 台車            （  ８台） 

⑤ ペットサークル       （  ８台） 

⑥ 避難所開設キット      （  ８台） 

⑦ クイックパーティション   （ １４張） 

⑧ 簡易トイレ         （ ６１台） 

⑨ 防災倉庫          （  １棟） 

⑩ シャワー設備        （  ６台） 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

 

 

 

 

     折り畳みベッド     スポットクーラー     パーティション 

  

 

 

 

３．避難所用備蓄について 
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（３）事業費等 

   総事業費は約８，０００万円であり、うち国の補助が１／２、町の負担分につ

いては、交付税措置のある起債を活用します。 

 

 （４）今後の予定 

   本年１２月末の納品を予定しており、納品後は、町の防災訓練等で実際に使用

してみるなど、避難所開設時の使用に備えることとしています。 
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